
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　曲の音楽デ－タを記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－タを
再生する再生手段と、少なくともこれら手段を制御する制御手段とを備えた音声記録再生
装置において、
　前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカ
ウントしていくア－ティスト別カウント手段と、
　該ア－ティスト別カウント手段によりカウントされたア－ティスト別カウント情報に基
づいて、前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティストお気に入り度を算出する第２の
お気に入り度算出手段とを備えていることを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項２】
　前記第２のお気に入り度算出手段が、
　前記曲のア－ティスト別にカウントされた曲の再生回数から早送り回数を減算すること
により前記ア－ティストお気に入り度を算出するものであることを特徴とする請求項 記
載の音声記録再生装置。
【請求項３】
　前記第２のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて、前記ア－ティストのお気
に入り順位を示す情報を作成する第２のお気に入り順位情報作成手段を備えていることを
特徴とする請求項 又は請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項４】

10

20

JP 3911436 B2 2007.5.9

１

１ ２



　前記制御手段が、
　前記第２のお気に入り順位情報作成手段により作成されるお気に入り順位情報に基づい
て、前記記憶手段に記憶されている対応する曲の再生処理を行うものであることを特徴と
する請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項５】
　前記第２のお気に入り度算出手段が、
　前記曲の再生日時情報に基づいて前記ア－ティスト別の曲の再生回数を所定期間毎に分
類し、
　分類された前記曲の再生回数に前記所定期間毎に設定された所定の係数を乗算し、
　乗算された前記所定期間毎の曲の再生回数を加算して前記曲の再生回数を算出し、
　算出された前記曲の再生回数を使用して前記ア－ティストお気に入り度を算出するもの
であることを特徴とする請求項 ～ のいずれかの項に記載の音声記録再生装置。
【請求項６】
　前記第２のお気に入り度算出手段が、
　所定期間経過毎に、前記曲の再生回数を算出し、前記ア－ティストお気に入り度を更新
していくものであることを特徴とする請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項７】
　前記所定期間、及び／又は前記所定の係数を使用者が任意に設定することのできる第２
の設定手段を備えていることを特徴とする請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項８】
　前記制御手段が、
　前記第２のお気に入り度算出手段により算出された前記ア－ティストお気に入り度が所
定値以上の場合、通信手段を介して、コンピュ－タネットワ－クに接続されたサ－バ－で
前記ア－ティストに関連する情報を検索させる処理を行うものであることを特徴とする請
求項 ～ のいずれかの項に記載の音声記録再生装置。
【請求項９】
　前記制御手段が、
　前記第２のお気に入り度算出手段により算出された前記ア－ティストお気に入り度が所
定値以上の場合、通信手段を介して、コンピュ－タネットワ－クに接続されたサ－バ－か
ら前記ア－ティストの最新曲の音楽デ－タをダウンロ－ドする処理を行うものであること
を特徴とする請求項 ～ のいずれかの項に記載の音声記録再生装置。
【請求項１０】
　前記ダウンロ－ドの際に取得する情報に有料情報が含まれている場合には、使用者に告
知を行う有料情報告知手段を備えていることを特徴とする請求項 記載の音声記録再生装
置。
【請求項１１】
　

　

　

　前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカ
ウントしていくア－ティスト別カウント手段と、
　該ア－ティスト別カウント手段によりカウントされたア－ティスト別カウント情報に基
づいて、前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティストお気に入り度を算出する第２の
お気に入り度算出手段と、
　前記第１のお気に入り度算出手段により算出された前記曲お気に入り度に、前記第２の

10

20

30

40

50

(2) JP 3911436 B2 2007.5.9

３

１ ４

５

５

１ ７

１ ７

９

曲の音楽デ－タを記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－タを
再生する再生手段と、少なくともこれら手段を制御する制御手段とを備えた音声記録再生
装置において、

前記記憶手段に記憶されている曲のタイトル別に曲の再生回数と早送り回数とをカウン
トしていくタイトル別曲カウント手段と、

該タイトル別曲カウント手段によりカウントされた前記曲のタイトル別のカウント情報
に基づいて、前記記憶手段に記憶されている曲の曲お気に入り度を算出する第１のお気に
入り度算出手段と、



お気に入り度算出手段により算出された前記ア－ティストお気に入り度を加算して、前記
記憶手段に記憶されている曲のお気に入り度を算出する第３のお気に入り度算出手段とを
備えていることを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項１２】
　前記第３のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて、前記曲のお気に入り順位
を示す情報を作成する第３のお気に入り順位情報作成手段を備えていることを特徴とする
請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項１３】
　前記制御手段が、
　前記第３のお気に入り順位情報作成手段により作成されるお気に入り順位情報に基づい
て、前記記憶手段に記憶されている対応する曲の再生処理を行うものであることを特徴と
する請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項１４】
　前記第１～第３のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて作成される曲及びア
－ティストお気に入り順位情報のうちのどの順位情報を曲の再生順序情報として選択する
のかを使用者が任意に設定することのできる選択設定手段を備えていることを特徴とする
請求項 記載の音声記録再生装置。
【請求項１５】
　複数の使用者で共用することのできるものであって、
　使用者毎の前記ア－ティストお気に入り順位を示す情報を記憶する使用者情報記憶手段
と、
　前記使用者を特定するための使用者特定手段とを備え、
　前記制御手段が、
　前記使用者特定手段により特定された使用者の前記情報を前記使用者情報記憶手段から
読み出し、読み出された前記情報に基づいて制御を行うものであることを特徴とする請求
項 ～ のいずれかの項に記載の音声記録再生装置。
【請求項１６】
　複数の使用者で共用することのできるものであって、
　使用者毎の前記曲のお気に入り順位、及び前記ア－ティストのお気に入り順位を示す情
報を記憶する使用者情報記憶手段と、
　前記使用者を特定するための使用者特定手段とを備え、
　前記制御手段が、
　前記使用者特定手段により特定された使用者の前記情報を前記使用者情報記憶手段から
読み出し、読み出された前記情報に基づいて制御を行うものであることを特徴とする請求
項 ～ のいずれかの項に記載の音声記録再生装置。
【請求項１７】
　曲の音楽デ－タを記憶する記憶手段を備え、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－
タを再生する音声記録再生装置に、
　前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカ
ウントさせる機能と、
　カウントされたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されてい
る曲のア－ティストお気に入り度を算出する機能とを実現させることを特徴とする音声記
録再生用プログラム。
【請求項１８】
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曲の音楽デ－タを記憶する記憶手段を備え、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－
タを再生する音声記録再生装置に、

前記記憶手段に記憶されている曲のタイトル別に曲の再生回数と早送り回数とをカウン
トさせる機能と、

カウントされた前記曲のタイトル別のカウント情報に基づいて、前記記憶手段に記憶さ
れている曲の曲お気に入り度を算出する機能と、



　前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカ
ウントさせる機能と、
　カウントされたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されてい
る曲のア－ティストお気に入り度を算出する機能と、
　前記曲お気に入り度に、前記ア－ティストお気に入り度を加算して、前記記憶手段に記
憶されている曲のお気に入り度を算出する機能とを実現させることを特徴とする音声記録
再生用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は音声記録再生装置及び音声記録再生用プログラムに関し、より詳細には、曲の再
生状況に基づいて、再生する曲を決定することのできる音声記録再生装置及び音声記録再
生用プログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル技術の進歩により、音楽デ－タは、ＣＤやＭＤ、ＤＶＤなどの記録媒体や、イ
ンタ－ネットなどのコンピュ－タネットワ－クを通じて提供されるようになってきており
、これらの音楽デ－タを録音、再生するための音声記録再生装置が開発されている。
【０００３】
このような音声記録再生装置には、一般的にＣＤやＭＤ、ＤＶＤなどを記録媒体とする再
生装置が装備されており、また、ＣＤ交換の煩わしさを低減するために、数枚から十数枚
程度のＣＤを同時にセットし、再生対象のＣＤを自動的に交換可能なオ－トチェンジャ機
能を有する再生装置が装備されているものもある。
【０００４】
さらに、コンピュ－タ用の記録装置であるハ－ドディスクドライブが搭載された装置も開
発されている。このようなハ－ドディスクドライブが搭載された音声記録再生装置には、
通常、ＣＤの再生装置も装備されており、音楽の再生を開始すると、自動的に再生中の曲
が所定のディジタルデ－タ圧縮技術によって圧縮されてハ－ドディスクに記録されるよう
になっている。このような音声記録再生装置は、多くの音楽デ－タを手軽に保存すること
ができ、再生時においても、ＣＤチェンジャにおけるＣＤの交換のように時間のかかる機
械的動作を伴わないという優れた特徴を備えている。
【０００５】
このような音声記録再生装置に搭載されている再生機能には、ＣＤなどに記録されている
曲をその順番通りに再生する機能の他に、プログラム再生機能と一般的に呼ばれる機能が
ある。この機能は１枚または複数枚のＣＤやＭＤなどに保存された音楽デ－タに含まれる
曲の中から、使用者によって予め設定された再生する曲の順序情報に基づいて、音楽デ－
タを再生する機能である。
【０００６】
しかしながら、再生する曲の順序情報を設定する操作は、非常に煩雑であり、長時間の操
作を余儀なくされる。そのため、設定した曲の順序に飽きたとしても簡単に設定し直すこ
とができず、また、設定操作の煩わしさからその機能が十分に利用されていないのが実情
である。さらに、数千から数万曲の音楽デ－タを記録することができる大容量の記憶装置
を備えた音声記録再生装置では、記録されている大量の音楽デ－タの中にあるお気に入り
の曲をすべて把握することは困難であり、曲順を設定するには、ますます複雑な操作と時
間が必要となる傾向にある。
【０００７】
また、その他の一般的な再生機能としては、ランダム再生機能と呼ばれる機能がある。こ
の機能は、再生する曲の順序を装置側でランダムに選択する機能である。そのため、使用
者の好みは全く反映されておらず、多くの音楽デ－タが記録されている場合には、その中
からランダムな選曲がなされるため、使用者が聴きたいと思っている曲がなかなか選択さ
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れないことも多く、使用者にとって満足のいく機能とはなっていないのが実情である。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
従来の音声記録再生装置においては、プログラム再生機能やランダム再生機能などの再生
機能が一般的に搭載されているが、プログラム再生機能は、設定のための操作が煩雑で、
長時間を要するものであり、さらに保存される音楽デ－タが多くなると、音楽デ－タの概
要が把握しずらくなるため、お気に入りの曲の漏れがないように曲順を設定することは非
常に困難となる。また、ランダム再生機能は、その選曲順序にもともと使用者の好みが反
映されるものでもなく、使用者のお気に入りの曲を優先的に選択して再生することができ
ないという課題があった。
【０００９】
本発明は上記課題に鑑みなされたものであって、保存された多くの曲の中から、曲の再生
状況に基づいて、使用者のお気に入りの曲を自動的に判断して再生することのできる音声
記録再生装置及び音声記録再生用プログラムを提供することを目的としている。
【００２６】

　 本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、曲の音楽デ－タを
記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－タを再生する再生手段と
、少なくともこれら手段を制御する制御手段とを備えた音声記録再生装置において、前記
記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカウント
していくア－ティスト別カウント手段と、該ア－ティスト別カウント手段によりカウント
されたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されている曲のア－
ティストお気に入り度を算出する第２のお気に入り度算出手段とを備えていることを特徴
としている。
【００２７】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記ア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回
数とをカウントすることができ、カウントされた前記ア－ティスト別のカウント情報に基
づいて、ア－ティストお気に入り度を算出することができる。したがって、該ア－ティス
トお気に入り度は、前記ア－ティスト別の曲の再生回数だけではなく、前記ア－ティスト
別の曲の早送り回数も考慮されたものとなり、前記ア－ティストの曲の再生状況を反映し
たものとすることができる。
【００２８】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）において、
前記第２のお気に入り度算出手段が、前記曲のア－ティスト別にカウントされた曲の再生
回数から早送り回数を減算することにより前記ア－ティストお気に入り度を算出するもの
であることを特徴としている。
【００２９】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記ア－ティスト別の曲の再生回数から早送り
回数を減算することにより前記ア－ティストお気に入り度が算出されるので、例えば、前
記ア－ティスト別の曲の再生回数が多くても、前記曲の早送り回数が多くなると、前記ア
－ティストお気に入り度は小さくなる。あるいは、前記ア－ティスト別の曲の再生回数が
あまり多くなくても、前記曲の早送り回数が少なければ、前記曲のお気に入り度は大きく
なる。すなわち、前記ア－ティスト別の曲の再生状況を反映したア－ティストお気に入り
度を算出することができ、経時的に変化していく使用者の好みのア－ティストの傾向に対
応したア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【００３０】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）又は（ ）
において、前記第２のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて、前記ア－ティス
トのお気に入り順位を示す情報を作成する第２のお気に入り順位情報作成手段を備えてい
ることを特徴としている。
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【００３１】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記第２のお気に入り度算出手段による算出結
果に基づいて、前記ア－ティストのお気に入り順位を示す情報が作成されるので、前記ア
－ティストのお気に入り順位を把握することができ、お気に入り順位情報を利用した処理
が可能となる。
【００３２】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（３）において、
前記制御手段が、前記第２のお気に入り順位情報作成手段により作成されるお気に入り順
位情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されている対応する曲の再生処理を行うものであ
ることを特徴としている。
【００３３】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記お気に入り順位情報に基づいて、ア－ティ
スト毎に曲の再生処理が行われるので、使用者は、面倒な選曲操作を行うことなく、お気
に入りのア－ティストの曲を優先的に聴くことができる。
【００３４】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）～（ ）の
いずれかにおいて、前記第２のお気に入り度算出手段が、前記曲の再生日時情報に基づい
て前記ア－ティスト別の曲の再生回数を所定期間毎に分類し、分類された前記曲の再生回
数に前記所定期間毎に設定された所定の係数を乗算し、乗算された前記所定期間毎の曲の
再生回数を加算して前記曲の再生回数を算出し、算出された前記曲の再生回数を使用して
前記ア－ティストお気に入り度を算出するものであることを特徴としている。
【００３５】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記曲の再生日時情報に基づいて前記所定期間
毎に分類されたア－ティスト別の曲の再生回数にそれぞれ所定の係数を乗算することで、
前記所定期間に応じて曲の再生回数に重みづけを行うことができ、例えば、最近（１カ月
以内）の所定の係数を他の期間の係数よりも大きくすることにより、最近（１カ月以内）
の再生状況を大きく反映したア－ティストお気に入り度を算出することができるようにな
る。したがって、所定期間毎に変化していく使用者の好みのア－ティストの傾向に対応し
たア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【００３６】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）において、
前記第２のお気に入り度算出手段が、所定期間経過毎に、前記曲の再生回数を算出し、前
記ア－ティストお気に入り度を更新していくものであることを特徴としている。
【００３７】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記所定期間経過毎に、前記ア－ティスト別の
曲の再生回数が算出され、前記ア－ティストお気に入り度が更新されるので、例えば、再
生日時の古い曲の再生回数に対する重みづけを小さくしていくことで、再生日時の新しい
最近の再生状況を大きく反映したア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【００３８】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）において、
前記所定期間、及び／又は前記所定の係数を使用者が任意に設定することのできる第２の
設定手段を備えていることを特徴としている。
【００３９】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記所定期間、及び／又は前記所定の係数を使
用者が任意に設定することができるようになり、装置の使用頻度等を加味した、前記使用
者の利用状況に合わせた前記ア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【００４０】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）～（ ）の
いずれかにおいて、前記制御手段が、前記第２のお気に入り度算出手段により算出された
前記ア－ティストお気に入り度が所定値以上の場合、前記通信手段を介して、コンピュ－
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タネットワ－クに接続されたサ－バ－で前記ア－ティストに関連する情報を検索させる処
理を行うものであることを特徴としている。
【００４１】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記ア－ティストお気に入り度が所定値以上の
場合、前記ア－ティストに関連する情報を自動的に検索させることができる。したがって
、前記ア－ティストに関連する情報を検索するための煩雑な検索処理操作を使用者がいち
いち行う必要がなくなり、装置の使い勝手を良くすることができる。
【００４２】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）～（ ）の
いずれかにおいて、前記制御手段が、前記第２のお気に入り度算出手段により算出された
前記ア－ティストお気に入り度が所定値以上の場合、前記通信手段を介して、コンピュ－
タネットワ－クに接続されたサ－バ－から前記ア－ティストの最新曲の音楽デ－タをダウ
ンロ－ドする処理を行うものであることを特徴としている。
【００４３】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記ア－ティストお気に入り度が所定値以上の
場合、前記ア－ティストの最新曲の音楽デ－タを自動的にダウンロ－ドすることができる
。したがって、前記ア－ティストの最新曲の音楽デ－タのダウンロ－ドのための煩雑なダ
ウンロ－ド処理操作を使用者がいちいち行う必要がなくなり、装置の使い勝手を良くする
ことができる。
【００４４】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）において
、前記ダウンロ－ドの際に取得する情報に有料情報が含まれている場合には、使用者に告
知を行う有料情報告知手段を備えていることを特徴としている
。
【００４５】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記ダウンロ－ドの際に取得する情報に有料
情報が含まれている場合には、使用者に告知が行われるので、使用者の許可のない有料情
報のダウンロ－ドを防ぐことができる。
【００４６】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、

前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲
の再生回数と早送り回数とをカウントしていくア－ティスト別カウント手段と、該ア－テ
ィスト別カウント手段によりカウントされたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前
記記憶手段に記憶されている曲のア－ティストお気に入り度を算出する第２のお気に入り
度算出手段と、前記第１のお気に入り度算出手段により算出された前記曲お気に入り度に
、前記第２のお気に入り度算出手段により算出された前記ア－ティストお気に入り度を加
算して、前記記憶手段に記憶されている曲のお気に入り度を算出する第３のお気に入り度
算出手段とを備えていることを特徴としている。
【００４７】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記第１のお気に入り度算出手段により算出
された前記曲お気に入り度に、前記第２のお気に入り度算出手段により算出された前記ア
－ティストお気に入り度を加算して、曲のお気に入り度が算出されるので、例えば、前記
第１のお気に入り度算出手段により算出された曲お気に入り度が小さな曲でも、その曲が
、前記ア－ティストお気に入り度の大きいア－ティストの曲であれば、前記第３のお気に
入り度算出手段により算出される曲お気に入り度が大きくなり、使用者のお気に入りのア
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－ティストの曲を大きく反映した曲のお気に入り度を算出することができる。
【００４８】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）におい
て、前記第３のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて、前記曲のお気に入り順
位を示す情報を作成する第３のお気に入り順位情報作成手段を備えていることを特徴とし
ている。
【００４９】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記第３のお気に入り度算出手段による算出
結果に基づいて、前記ア－ティストお気に入り度を加味した前記曲のお気に入り順位を示
す情報が作成されるので、前記ア－ティストお気に入り度を大きく反映した前記曲のお気
に入り順位を把握することができ、お気に入り順位情報を利用した処理が可能となる。
【００５０】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）におい
て、前記制御手段が、前記第３のお気に入り順位情報作成手段により作成されるお気に入
り順位情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されている対応する曲の再生処理を行うもの
であることを特徴としている。
【００５１】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記お気に入り順位情報に基づいて、曲の再
生処理が行われるので、使用者は、面倒な選曲操作を行うことなく、前記ア－ティストお
気に入り度が反映されたお気に入りの曲を優先的に聴くことができる。
【００５２】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）におい
て、前記第１～第３のお気に入り度算出手段による算出結果に基づいて作成される曲及び
ア－ティストお気に入り順位情報のうちのどの順位情報を曲の再生順序情報として選択す
るのかを使用者が任意に設定することのできる選択設定手段を備えていることを特徴とし
ている。
【００５３】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記使用者の好みによって前記第１～第３の
お気に入り度算出手段による算出結果に基づいて作成される曲及びア－ティストお気に入
り順位情報を使い分けることができ、前記使用者の多様なニ－ズに対応することができる
。
【００５６】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）～（
）のいずれかにおいて、複数の使用者で共用することのできるものであって、使用者毎の
前記ア－ティストお気に入り順位を示す情報を記憶する使用者情報記憶手段と、前記使用
者を特定するための使用者特定手段とを備え、前記制御手段が、前記使用者特定手段によ
り特定された使用者の前記情報を前記使用者情報記憶手段から読み出し、読み出された前
記情報に基づいて制御を行うものであることを特徴としている。
【００５７】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記使用者特定手段により特定された使用者
の前記情報を前記使用者情報記憶手段から読み出し、読み出された前記情報に基づいて制
御が行われるので、複数の使用者により装置が使用される場合であっても、使用者を特定
することによって、使用者毎に異なるア－ティストの好みに対応するように各使用者のお
気に入りのア－ティストの曲の記録や再生を優先的に行うことができる。したがって、好
みの異なる複数の使用者で一つの装置を共用することが可能となり、利用用途を広げるこ
とができる。
【００５８】
　また本発明に係る音声記録再生装置（ ）は、上記音声記録再生装置（ ）～（

）のいずれかにおいて、複数の使用者で共用することのできるものであって、使用者毎
の前記曲のお気に入り順位、及び前記ア－ティストのお気に入り順位を示す情報を記憶す
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る使用者情報記憶手段と、前記使用者を特定するための使用者特定手段とを備え、前記制
御手段が、前記使用者特定手段により特定された使用者の前記情報を前記使用者情報記憶
手段から読み出し、読み出された前記情報に基づいて制御を行うものであることを特徴と
している。
【００５９】
　上記音声記録再生装置（ ）によれば、前記使用者特定手段により特定された使用者
の前記情報を前記使用者情報記憶手段から読み出し、読み出された前記情報に基づいて制
御が行われるので、複数の使用者により装置が使用される場合であっても、使用者を特定
することによって、使用者毎に異なる曲の好みやア－ティストの好みに対応するように各
使用者の好みの曲、又は好みのア－ティストの曲の記録や再生を優先的に行うことができ
る。したがって、好みの異なる複数の使用者で一つの装置を共用することが可能となり、
利用用途を広げることができる。
【００６２】
　また本発明に係る音声記録再生用プログラム（ ）は、曲の音楽デ－タを記憶する記憶
手段を備え、該記憶手段に記憶されている曲の音楽デ－タを再生する音声記録再生装置に
、前記記憶手段に記憶されている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカ
ウントさせる機能と、カウントされたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前記記憶
手段に記憶されている曲のア－ティストお気に入り度を算出する機能とを実現させること
を特徴としている。
【００６３】
　上記音声記録再生用プログラム（ ）によれば、上記音声記録再生装置（ ）と同様の
効果を奏することができ、音声記録再生装置（ ）が有する機能を、容易に他のコンピュ
－タシステムに実現させることができる。さらに、このプログラムが記録されたコンピュ
－タ読み取り可能な記録媒体により、より多くのコンピュ－タシステムに音声記録再生装
置（ ）が有する機能を実現させることができる。
【００６４】
　また本発明に係る音声記録再生用プログラム（ ）は、

前記記憶手段に記憶され
ている曲のア－ティスト別に曲の再生回数と早送り回数とをカウントさせる機能と、カウ
ントされたア－ティスト別カウント情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されている曲の
ア－ティストお気に入り度を算出する機能と、前記曲お気に入り度に、前記ア－ティスト
お気に入り度を加算して、前記記憶手段に記憶されている曲のお気に入り度を算出する機
能とを実現させることを特徴としている。
【００６５】
　上記音声記録再生用プログラム（ ）によれば、上記音声記録再生装置（ ）と同様
の効果を奏することができ、音声記録再生装置（ ）が有する機能を、容易に他のコン
ピュ－タシステムに実現させることができる。さらに、このプログラムが記録されたコン
ピュ－タ読み取り可能な記録媒体により、より多くのコンピュ－タシステムに音声記録再
生装置（ ）が有する機能を実現させることができる。
【００６６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る音声記録再生装置の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は、
実施の形態（１）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図である。
図中１は、音声記録再生装置を示しており、音声記録再生装置１は、制御手段１０、記憶
手段１１、読込手段１２、再生手段１３、通信手段１４、操作手段１５、タイトル別曲カ
ウント手段１６、曲お気に入り度算出手段１７、曲お気に入り順位情報作成手段１８とを
含んで構成されている。
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【００６７】
制御手段１０は、バス２０を通じて音声記録再生装置１に含まれる各手段を制御するもの
であり、１つまたは複数の中央処理装置及びその周辺回路を含んで構成されている。
【００６８】
記憶手段１１は、少なくとも読込手段１２により読み込まれる音楽デ－タ、及び曲お気に
入り順位情報作成手段１８により作成される曲お気に入り順位情報（曲お気に入り度を含
む）を保存する記憶装置で構成され、本実施の形態では、大きな記憶容量を有し、多くの
音楽デ－タを保存することができる記憶装置となっている。このような記憶手段１１とし
ては、ハ－ドディスク、光磁気ディスク等を採用することができ、補足的に半導体メモリ
などを含んでいてもよい。
【００６９】
読込手段１２は、ＣＤ、ＭＤ又はＤＶＤなどの記録媒体１９に格納されている音楽デ－タ
を読み込む、及びアンテナ１４ａと通信手段１４とを介してインタ－ネット等のコンピュ
－タネットワ－ク（図示せず）から送信されてくる音楽デ－タ等を読み込むものである。
【００７０】
再生手段１３は、制御手段１０の行う再生制御に基づいて、読込手段１２及び記憶手段１
１から伝送されてくるディジタルの音声デ－タを、アナログ信号に変換して再生するため
の手段であり、出力にはスピ－カ１３ａ等が用いられる。
【００７１】
通信手段１４は、無線通信により、音声記録再生装置１を電気通信回線に接続する手段で
あり、デ－タの送受信を行うものである。このような通信手段１４には、携帯電話やナビ
ゲ－ションシステムなどに搭載された通常の無線通信装置が採用される。
【００７２】
操作手段１５は、音声記録再生装置１の各種の操作（再生、早送り、停止等）を行うため
のものであり、キ－ボ－ドスイッチ形式の他、タッチパネルスイッチ形式あるいは音声入
力形式のものを採用することができる。
【００７３】
タイトル別曲カウント手段１６は、記憶手段１１に保存された曲の再生回数と早送り回数
とを曲のタイトル別にカウントしていくものであり、プログラム及びそのプログラムが組
み込まれたコンピュ－タで実現され、カウントされた曲の再生回数と早送り回数とは記憶
手段１１に記憶されるようになっている。
【００７４】
曲お気に入り度算出手段１７は、タイトル別曲カウント手段１６によりカウントされた曲
の再生回数から早送り回数を減算することにより曲お気に入り度を算出するものであり、
プログラム及びそのプログラムが組み込まれたコンピュ－タで実現され、算出された曲お
気に入り度は記憶手段１１に記憶されるようになっている。
【００７５】
曲お気に入り順位情報作成手段１８は、曲お気に入り度算出手段１７により算出された曲
お気に入り度に基づいて、記憶手段１１に保存されている曲のお気に入り順位を示す情報
（曲お気に入り順位テ－ブル）を作成するものであり、プログラム及びそのプログラムが
組み込まれたコンピュ－タで実現され、作成された曲お気に入り順位テ－ブルは記憶手段
１１に記憶されるようになっている。
【００７６】
図２（ａ）、（ｂ）は、音声記録再生装置１における記憶手段１１に記憶される曲お気に
入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図である。なお（ｂ）は、（ａ）に示したテ－
ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－ブルを示している。
【００７７】
曲お気に入り順位テ－ブルは、順位、曲タイトル、ア－ティスト、再生回数、早送り回数
、及び曲お気に入り度の項目を含んで構成されている。
順位は、後ほど説明する曲お気に入り度の順位を示すものである。曲タイトルは、曲のタ
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イトル名であり、ア－ティストは、曲を歌うア－ティスト名である。再生回数は、曲の再
生回数を示すものであり、曲の再生が終了すると１ポイントずつカウントされるようにな
っている。早送り回数は、曲の再生中において、早送り操作（曲を飛ばすスキップ操作も
含む）された回数を示すものであり、早送りボタンが入力されると１ポイントずつカウン
トされるようになっている。
【００７８】
曲お気に入り度は、曲の再生回数から早送り回数を減算して算出される値であり、曲のお
気に入り度合いを示すものである。曲お気に入り度は、曲が再生処理される度に算出され
るようになっており、曲お気に入り度に基づいて、順位が決定され、曲お気に入り順位テ
－ブルが順次更新されるようになっている。
【００７９】
したがって、単に曲の再生回数だけから順位を決めるのではなく、再生回数から早送り回
数を減算することにより曲お気に入り度が算出されるので、（ａ）から（ｂ）への曲お気
に入り順位テ－ブルの変化からも分かるように、使用者の好みの経時的な変化が十分に反
映されるようになっている。
【００８０】
次に、実施の形態（１）に係る音声記録再生装置１における制御手段１０の行う曲の再生
処理動作を図３に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。
まず、ステップＳ１では、操作手段１５に設けられた再生ボタン（図示せず）の入力があ
ったか否かを判断し、再生ボタンの入力があったと判断すれば、ステップＳ２に進む。ス
テップＳ２では、記憶手段１１から曲お気に入り順位テ－ブルを読み出す処理を行い、ス
テップＳ３に進む。ステップＳ３では、読み出された曲お気に入り順位テ－ブルにおける
１位の曲の音楽デ－タを記憶手段１１から読み出す処理を行い、ステップＳ４に進む。
【００８１】
ステップＳ４では、音楽デ－タの再生処理を行い、ステップＳ５に進む。ステップＳ５で
は、操作手段１５に設けられた早送りボタン（図示せず）の入力があったか否かを判断し
、早送りボタンの入力があったと判断すれば、ステップＳ８に進む。
【００８２】
ステップＳ８では、タイトル別曲カウント手段１６に対して早送り回数のカウンタに１を
加算する指示を行い、ステップＳ１０に進む。一方、ステップＳ５において、早送りボタ
ンの入力がなかったと判断すれば、ステップＳ６に進み、ステップＳ６では、曲の再生が
終了したか否かを判断し、曲の再生が終了していないと判断すれば、ステップＳ９に進む
。
【００８３】
ステップＳ９では、操作手段１５に設けられた停止ボタン（図示せず）の入力があったか
否かを判断し、停止ボタンの入力がなかったと判断すれば、ステップＳ５に戻り、一方、
停止ボタンの入力があったと判断すれば、処理を終了する。
【００８４】
一方、ステップＳ６において、曲の再生が終了したと判断すれば、ステップＳ７に進む。
ステップＳ７では、タイトル別曲カウント手段１６に対して再生回数のカウンタに１を加
算する指示を行い、ステップＳ１０に進む。
【００８５】
ステップＳ１０では、お気に入り度算出手段１７に対して、曲の再生回数と早送り回数と
のカウンタの値に基づいて曲お気に入り度を算出する指示を行い、ステップＳ１１に進む
。ステップＳ１１では、お気に入り順位情報作成手段１８に対して、算出された曲お気に
入り度に基づいて曲お気に入り順位テ－ブルを作成して更新する指示を行い、ステップＳ
１２に進む。ステップＳ１２では、更新された曲お気に入り順位テ－ブルにおける次の順
位の曲の音楽デ－タを読み出す処理を行い、ステップＳ４に戻り、処理を繰り返す。
【００８６】
上記実施の形態（１）に係る音声記録再生装置によれば、曲タイトル別に曲の再生回数と
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早送り回数とをカウントすることができ、カウントされた曲の再生回数から早送り回数を
減算することにより曲お気に入り度が算出されるので、曲の再生回数だけからではなく、
曲の早送り回数も考慮されることにより、曲の再生状況を反映した曲お気に入り度を算出
することができ、経時的に変化していく使用者の好みの曲の傾向に対応した曲お気に入り
度を算出することができる。
【００８７】
また、曲お気に入り度算出手段１７による算出結果に基づいて、図２に示した曲お気に入
り順位テ－ブルを作成することができ、記憶手段１１に記録されている曲のお気に入り順
位を把握することができる。さらに、曲お気に入り順位に基づいて、曲の再生処理が行わ
れるので、使用者は、面倒な選曲操作を行うことなく、お気に入りの曲を優先的に聴くこ
とができる。
【００８８】
なお、上記実施の形態（１）に係る音声記録再生装置では、音声記録再生装置１が一人の
使用者により使用される場合が想定されているが、音声記録再生装置１が複数の使用者で
共用されることもあり得る。そこで別の実施の形態では、複数の使用者で共用される場合
でも、各使用者の曲の好みを十分反映して曲を再生することができるように、使用者を特
定するための使用者特定手段と、使用者毎の曲お気に入り順位テ－ブルを記憶する使用者
情報記憶手段とをさらに備え、制御手段１０が、前記使用者特定手段により特定された使
用者の曲お気に入り順位テ－ブルを使用者情報記憶手段から読み出し、読み出された曲お
気に入り順位テ－ブルの順位に基づいて曲の再生処理の制御を行うようになっている。
【００８９】
前記使用者特定手段としては、操作手段などに設けられ、使用者を登録することができる
プリセットボタンや、使用者毎に暗証番号（所定桁の数字、電話番号など）を登録するこ
とができ、入力された暗証番号を登録暗証番号と照合して使用者を特定する暗証番号照合
装置や、使用者毎の識別ＩＤが組み込まれる使用者識別カ－ドを読み取って使用者を特定
する識別カ－ド読取装置などが採用される。
このような構成とすることにより、好みの異なる複数の使用者で一つの音声記録再生装置
を共用することが可能となり、利用用途を広げることができる。
【００９０】
図４は実施の形態（２）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図であ
る。但し、図１に示した音声記録再生装置と同一機能を有する構成部品については、同一
の符号を付し、その説明を省略することとし、また、異なる機能を有する制御手段１０ａ
、記憶手段１１ａ、タイトル別曲カウント手段１６ａ、曲お気に入り度算出手段１７ａ、
及び曲お気に入り順位情報作成手段１８ａには、異なる符号を付すこととする。
【００９１】
図中１Ａは、音声記録再生装置を示しており、音声記録再生装置１Ａは、制御手段１０ａ
、記憶手段１１ａ、読込手段１２、再生手段１３、通信手段１４、操作手段１５、タイト
ル別曲カウント手段１６ａ、曲お気に入り度算出手段１７ａ、及び曲お気に入り順位情報
作成手段１８ａを備えており、さらに計時手段２１を含んで構成されている。
【００９２】
計時手段２１は、曲の再生日時を計時するためのものであり、タイトル別曲カウント手段
１６ａにおいて、曲の再生回数がカウントされた時の日時を計時し、計時された曲の再生
日時は、曲の再生日時情報として記憶手段１１ａに記憶されるようになっている。
【００９３】
図５は、記憶手段１１ａに記憶される曲の再生日時情報の一例を概略的に示したテ－ブル
である。図示したように、各曲毎に再生日時が記録されるようになっている。記憶手段１
１ａに記憶される曲の再生日時情報は、曲お気に入り度の算出時に読み出されて、曲お気
に入り度を算出するために利用されるようになっている。
【００９４】
タイトル別曲カウント手段１６ａは、記憶手段１１ａに保存された曲の再生回数と早送り
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回数と同一の曲が繰り返し再生された曲リピ－ト回数とを曲のタイトル別にカウントして
いくものであり、プログラム及びそのプログラムが組み込まれたコンピュ－タで実現され
、カウントされた曲の再生回数と早送り回数とリピ－ト回数とは記憶手段１１ａに記憶さ
れるようになっている。
【００９５】
曲お気に入り度算出手段１７ａは、タイトル別曲カウント手段１６によりカウントされた
曲の再生回数を、曲の再生日時情報に基づいて予め設定されている所定期間毎に分類し、
該所定期間毎に分類された曲の再生回数に前記所定期間毎に設定されている所定の係数を
それぞれ乗算し、乗算された前記所定期間毎の曲の再生回数をすべて加算して曲の再生回
数を算出する。そして、算出された曲の再生回数とリピ－ト回数とを加算し、加算された
値から早送り回数を減算して曲お気に入り度を算出する処理を行うものであり、プログラ
ム及びそのプログラムが組み込まれたコンピュ－タで実現され、算出された曲お気に入り
度は記憶手段１１ａに記憶されるようになっている。
【００９６】
お気に入り順位情報作成手段１８ａは、お気に入り度算出手段１７ａにより算出された曲
お気に入り度に基づいて、記憶手段１１ａに記録されている曲のお気に入り順位を示す情
報（曲お気に入り順位テ－ブル）を作成するものであり、プログラム及びそのプログラム
が組み込まれたコンピュ－タで実現され、作成された曲お気に入り順位テ－ブルは記憶手
段１１ａに記憶されるようになっている。
【００９７】
制御手段１０ａは、バス２０を通じて音声記録再生装置１Ａに含まれる各手段を制御する
ようになっている。
【００９８】
図６（ａ）、（ｂ）は、音声記録再生装置１Ａにおける記憶手段１１ａに記憶される曲お
気に入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図である。なお、（ｂ）は、（ａ）に示し
たテ－ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－ブルを示している。
【００９９】
曲お気に入り順位テ－ブルは、順位、曲タイトル、ア－ティスト、再生回数、、リピ－ト
回数、早送り回数、及び曲お気に入り度の項目を含んで構成されている。順位、曲タイト
ル、ア－ティスト、及び早送り回数は、図２に示したものと同様であるので、ここではそ
の説明を省略する。
【０１００】
実施の形態（２）に係る音声記録再生装置１Ａは、曲の再生回数の算出方法に特徴があり
、曲の再生回数は、まず、図５に示した曲の再生日時情報に基づいて、予め設定されてい
る所定期間毎（この場合、現在日時を基準にして３０日以内、３１～１８０日以内、１８
１～３６０日以内）に分類され、所定期間毎に分類された曲の再生回数に所定期間毎に設
定されている所定の係数（この場合、３０日以内は１．０、３１～１８０日以内は０．５
、１８１～３６０日以内は０．１）がそれぞれ乗算され、乗算された各所定期間の曲の再
生回数の値がすべて加算された値が本実施の形態における曲の再生回数となる。
リピ－ト回数は、同じ曲が繰り返し再生された時の回数を示すものであり、同じ曲が連続
して再生されると１ポイントずつカウントされるようになっている。
【０１０１】
曲お気に入り度は、上記算出方法により算出された曲の再生回数にリピ－ト回数が加算さ
れ、加算された値から早送り回数が減算された値であり、曲のお気に入り度合いを示すも
のである。曲お気に入り度は、曲が再生処理される度に算出されるようになっており、曲
お気に入り度に基づいて、順位が決定され、曲お気に入り順位テ－ブルが順次更新される
ようになっている。
【０１０２】
したがって、曲の再生回数の算出においては、３０日以内の比較的最近の再生状況を大き
く反映させることができ、また、お気に入り度の算出にリピ－ト回数を別途加算すること
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により、好みの曲であることを十分に反映させることができるようになっている。
【０１０３】
次に実施の形態（２）に係る音声記録再生装置１Ａにおける制御手段１０ａの行う曲の再
生処理動作を図７に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。
まず、ステップＳ２１では、操作手段１５に設けられた再生ボタンの入力があったか否か
を判断し、再生ボタンの入力があったと判断すれば、ステップＳ２２に進む。ステップＳ
２２では、計時手段２１から現在日時デ－タを取り込む処理を行い、ステップＳ２３に進
む。
【０１０４】
ステップＳ２３では、過去に再生された曲の再生日時デ－タが含まれている再生日時情報
を記憶手段１１ａから読み出す処理を行い、ステップＳ２４に進む。ステップＳ２４では
、記憶手段１１ａから曲お気に入り順位テ－ブルを読み出す処理を行い、ステップＳ２５
に進む。
【０１０５】
ステップＳ２５では、曲お気に入り度算出手段１７ａに対して、読み出された曲お気に入
り順位テ－ブルにおける曲順位にしたがって、該曲の再生回数を算出する指示、すなわち
、現在日時を基準にして所定期間毎に分類し、所定期間毎に分類された曲の再生回数に、
該所定期間毎に設定されている所定の係数をそれぞれ乗算し、乗算して得られた所定期間
毎の曲の再生回数の値を加算して合計させるための指示を行い、ステップＳ２６に進む。
【０１０６】
ステップＳ２６では、曲お気に入り度算出手段１７ａに対して、曲の再生回数の合計ポイ
ントとリピ－ト回数のポイントとを加算し、加算した値から早送り回数のポイントを減算
して、曲お気に入り度を算出する指示を行い、ステップＳ２７に進む。
【０１０７】
ステップＳ２７では、記憶手段１１ａに記録されているすべての曲の曲お気に入り度が算
出されたか否かを判断し、すべての曲の曲お気に入り度が算出されたと判断すれば、ステ
ップＳ２８に進み、一方、すべての曲の曲お気に入り度が算出されていないと判断すれば
、ステップＳ２５に戻り、処理を繰り返す。
【０１０８】
ステップＳ２８では、曲お気に入り順位情報作成手段１８ａに対して、算出された曲お気
に入り度に基づいて、曲お気に入り順位テ－ブルを作成して更新する指示を行い、ステッ
プＳ２９に進む。
ステップＳ２９では、更新された曲お気に入り順位テ－ブルにおける１位の曲の音楽デ－
タを記憶手段１１ａから読み出す処理を行い、ステップＳ３０に進む。
【０１０９】
ステップＳ３０では、音楽デ－タの再生処理を行い、ステップＳ３１に進む。ステップＳ
３１では、早送りボタンの入力があったか否かを判断し、早送りボタンの入力があったと
判断すれば、ステップＳ３６に進み、ステップＳ３６では、タイトル別曲カウント手段１
６ａに対して、早送り回数のカウンタに１を加算する指示を行い、ステップＳ３８に進む
。
【０１１０】
一方、ステップＳ３１において、早送りボタンの入力がなかったと判断すれば、ステップ
Ｓ３２に進み、ステップＳ３２では、曲の再生が終了したか否かを判断し、曲の再生が終
了していないと判断すればステップＳ３７に進む。
ステップＳ３７では、停止ボタンの入力があったか否かを判断し、停止ボタンの入力がな
いと判断すれば、ステップＳ３１に戻り、一方、停止ボタンの入力があったと判断すれば
、処理を終了する。
【０１１１】
一方、ステップＳ３２において、曲の再生が終了したと判断すれば、ステップＳ３３に進
む。ステップＳ３３では、タイトル別曲カウント手段１６ａに対して、曲の再生回数のカ
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ウンタに１を加算する指示を行い、ステップＳ３４に進む。
ステップＳ３４では、再生した曲がリピ－ト曲であったか否かを判断し、リピ－ト曲であ
ったと判断すれば、ステップＳ３５に進み、ステップＳ３５では、タイトル別曲カウント
手段１６ａに対して、リピ－ト回数のカウンタに１を加算する指示を行い、ステップＳ３
８に進む。一方、ステップＳ３４において、リピ－ト曲ではなかったと判断すれば、ステ
ップＳ３８に進む。
【０１１２】
ステップＳ３８では、曲お気に入り度算出手段１７ａに対して、ステップＳ２５における
処理と同様の処理により算出される曲の再生回数と早送り回数とリピ－ト回数とに基づい
て、ステップＳ２６における処理と同様の処理により曲お気に入り度を算出する指示を行
い、ステップＳ３９に進む。
【０１１３】
ステップＳ３９では、曲お気に入り順位情報作成手段１８ａに対して、算出された曲お気
に入り度に基づいて、お気に入り順位テ－ブルを作成して更新する指示を行い、ステップ
Ｓ４０に進む。ステップＳ４０では、更新された曲お気に入り順位テ－ブルにおける次の
順位の曲の音楽デ－タを読み出す処理を行い、ステップＳ３０に戻り、処理を繰り返す。
【０１１４】
上記実施の形態（２）に係る音声記録再生装置によれば、曲お気に入り度算出手段１７ａ
において、曲の再生日時情報に基づいて所定期間毎に分類された曲の再生回数にそれぞれ
所定の係数を乗算し、その値をすべて加算して曲の再生回数が算出されるので、設定され
た所定期間に応じて曲の再生回数に重みづけを行うことができ、本実施の形態においては
、３０日以内の曲の再生状況を大きく反映した曲お気に入り度を算出することができ、所
定期間毎に変化していく使用者の好みの曲の傾向に対応した曲お気に入り度を算出するこ
とができる。
【０１１５】
また、所定期間経過毎（本実施の形態の場合、３１日以上、又は１８１日以上）に、所定
の係数を変えて曲の再生回数が算出され、曲お気に入り度が更新されるので、再生日時の
古い曲の再生回数に対する重みづけを小さくしていくことで、再生日時の新しい最近の再
生状況を大きく反映した曲お気に入り度を算出することができる。
【０１１６】
また、曲のリピ－ト回数がさらに加算されて曲お気に入り度が算出されるので、繰り返し
再生される曲のお気に入り度を高くすることができ、使用者の曲の好みをさらに良く反映
した曲お気に入り度を算出することができる。
【０１１７】
なお、上記実施の形態（２）においては、曲の再生日時情報に基づいて曲の再生回数が分
類される所定期間と、該所定期間毎に設定されている所定の係数が、装置固有の設定値と
されている場合が想定されているが、別の実施の形態では、所定期間及び／又は所定の係
数を使用者が任意に設定することができる設定手段を設けることもできる。このような設
定手段としては、例えば、操作手段１５に入力・設定ボタンを備え、所定期間及び／又は
所定の係数を入力・設定することができるものとすることができる。このように、所定期
間及び／又は所定の係数を使用者が任意に設定することで、装置の使用頻度等を加味した
、使用者の利用状況に合あわせた曲お気に入り度を算出することができる。
【０１１８】
図８は、実施の形態（３）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図で
ある。なお、図１に示した音声記録再生装置１と同様の機能を有する構成部品ついては、
同一の符号を付し、その説明を省略することとする。
【０１１９】
実施の形態（３）に係る音声記録再生装置が、実施の形態（１）に係る音声記録再生装置
と相違するのは、実施の形態（１）に係る音声記録再生装置では、曲のタイトルに基づい
て、曲お気に入り度が算出され、曲お気に入り順位テ－ブルが作成されるようになってい
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たが、実施の形態（３）に係る音声記録再生装置では、ア－ティストに基づいて、ア－テ
ィストお気に入り度が算出され、ア－ティストお気に入り順位テ－ブルが作成されるよう
になっている点にある。
【０１２０】
図中１Ｂは、音声記録再生装置を示しており、音声記録再生装置１Ｂは、制御手段１０ｂ
、記憶手段１１ｂ、読込手段１２、再生手段１３、通信手段１４、操作手段１５、ア－テ
ィスト別曲カウント手段２６、ア－ティストお気に入り度算出手段２７、ア－ティストお
気に入り順位情報作成手段２８とを含んで構成されている。
【０１２１】
ア－ティスト別曲カウント手段２６は、記憶手段１１ｂに記録されている曲のア－ティス
ト別に曲の再生回数と早送り回数とをカウントしていくものであり、プログラム及びその
プログラムが組み込まれたコンピュ－タで実現され、ア－ティスト別にカウントされた曲
の再生回数と早送り回数とが記憶手段１１ｂに記憶されるようになっている。
【０１２２】
ア－ティストお気に入り度算出手段２７は、ア－ティスト別曲カウント手段２６によりア
－ティスト別にカウントされた曲の再生回数から早送り回数を減算することによりア－テ
ィストお気に入り度を算出するものであり、プログラム及びそのプログラムが組み込まれ
たコンピュ－タで実現され、算出されたア－ティストお気に入り度は記憶手段１１ｂに記
憶されるようになっている。
【０１２３】
ア－ティストお気に入り順位情報作成手段２８は、ア－ティストお気に入り度算出手段２
７により算出されたア－ティストお気に入り度に基づいて、記憶手段１１ｂに保存されて
いるア－ティストのお気に入り順位を示す情報（ア－ティストお気に入り順位テ－ブル）
を作成するものであり、プログラム及びそのプログラムが組み込まれたコンピュ－タで実
現され、作成されたア－ティストお気に入り順位テ－ブルは記憶手段１１ｂに記憶される
ようになっている。
【０１２４】
制御手段１０ｂは、バス２０を通じて音声記録再生装置１ｂに含まれる各手段を制御する
ものであり、１つまたは複数の中央処理装置及びその周辺回路を含んで構成されている。
また、制御手段１０ｂは、ア－ティストお気に入り度算出手段２７により算出されたア－
ティストお気に入り度が所定値以上の場合、通信手段１４を介して、インタ－ネットなど
のコンピュ－タネットワ－ク２２に接続されたサ－バ－２３で前記ア－ティストに関連す
る情報を検索させる処理を行い、前記サ－バ－から前記ア－ティストの最新曲の音楽デ－
タなどの情報をダウンロ－ドする処理を行うようになっている。
【０１２５】
告知手段２４は、ダウンロ－ドする音楽デ－タに有料情報が含まれている場合に使用者に
告知するための手段であり、モニタ画面等で実現されるが、音声出力装置などであっても
良い。
【０１２６】
図９（ａ）、（ｂ）は、音声記録再生装置１Ｂにおける記憶手段１１ｂに記憶されるア－
ティストお気に入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図である。なお、（ｂ）は、（
ａ）に示したテ－ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－ブルを示し
ている。
【０１２７】
ア－ティストお気に入り順位テ－ブルは、順位、ア－ティスト、再生回数、早送り回数、
及びア－ティストお気に入り度の項目を含んで構成されている。
順位は、後ほど説明するア－ティストお気に入り度の順位を示すものである。ア－ティス
トは、曲を歌うア－ティスト名である。再生回数は、ア－ティストの曲の再生回数を示す
ものであり、ア－ティスト曲の再生が終了すると１ポイントずつカウントされるようにな
っている。早送り回数は、曲の再生中において、早送り操作（曲を飛ばすスキップ操作も
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含む）された回数を示すものであり、早送りボタンが入力されると１ポイントずつカウン
トされるようになっている。
【０１２８】
ア－ティストお気に入り度は、ア－ティストの曲の再生回数から早送り回数を減算して算
出された値であり、ア－ティストのお気に入り度合いを示すものである。ア－ティストお
気に入り度は、曲が再生処理される度に算出されるようになっており、ア－ティストお気
に入り度に基づいて、順位が決定され、ア－ティストお気に入り順位テ－ブルが順次更新
されるようになっている。
【０１２９】
したがって、単に曲の再生回数だけから順位を決めるのではなく、再生回数から早送り回
数を減算することによりア－ティストお気に入り度が算出されるので、（ａ）から（ｂ）
へのア－ティストお気に入り順位テ－ブルの変化からも分かるように、使用者の好みの経
時的な変化が十分に反映されるようになっている。
【０１３０】
次に実施の形態（３）に係る音声記録再生装置１Ｂにおける制御手段１０ｂの行う曲の再
生処理動作を図１０に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。
まず、ステップＳ５１では、再生ボタンの入力があったか否かを判断し、再生ボタンの入
力があったと判断すれば、ステップＳ５２に進む。ステップＳ５２では、記憶手段１１ｂ
からア－ティストお気に入り順位テ－ブルを読み出す処理を行い、ステップＳ５３に進む
。ステップＳ５３では、読み出されたア－ティストお気に入り順位テ－ブルの１位のア－
ティストの音楽デ－タを記憶手段１１ｂから読み出す処理を行い、ステップＳ５４に進む
。このとき、１位のア－ティストの曲の音楽デ－タが記憶手段１１ｂに複数記録されてい
る場合には、その中から所定の手順（５０音順、ランダム、保存日時の新しい順あるいは
古い順など）に基づいて１曲が選曲されるようになっている。
【０１３１】
ステップＳ５４では、選曲された曲の音楽デ－タの再生処理を行い、ステップＳ５５に進
む。ステップＳ５５では、早送りボタンの入力があったか否かを判断し、早送りボタンの
入力があったと判断すれば、ステップＳ５８に進み、ステップＳ５８では、ア－ティスト
別曲カウント手段２６に対して、早送り回数のカウンタに１を加算する指示を行い、ステ
ップＳ５９に進む。
【０１３２】
一方、ステップＳ５５において、早送りボタンの入力がなかったと判断すれば、ステップ
Ｓ５６に進み、ステップＳ５６では、曲の再生が終了したか否かを判断し、曲の再生が終
了したと判断すれば、ステップＳ５７に進む。ステップＳ５７では、ア－ティスト別曲カ
ウント手段２６に対して、ア－ティストの曲の再生回数のカウンタに１を加算する指示を
行い、ステップＳ５９に進む。
【０１３３】
ステップＳ５９では、ア－ティストお気に入り度算出手段２７に対して、ア－ティストの
曲の再生回数と早送り回数とのカウンタの値に基づいてア－ティストお気に入り度を算出
する指示を行い、ステップＳ６０に進む。ステップＳ６０では、ア－ティストお気に入り
順位情報作成手段２８に対して、算出されたア－ティストお気に入り度に基づいて、ア－
ティストお気に入り順位テ－ブルを作成して更新する指示を行い、ステップＳ６１に進む
。
【０１３４】
ステップＳ６１では、記憶手段１１ｂに記録されている同一ア－ティストの曲の再生がす
べて終了したか否かを判断し、同一ア－ティストの曲の再生がすべて終了していないと判
断すれば、ステップＳ５４に戻り、引き続き同一ア－ティストの曲の再生処理を行う。
【０１３５】
一方、ステップＳ６１において、同一ア－ティストの曲の再生がすべて終了したと判断す
れば、ステップＳ６２に進む。ステップＳ６２では、更新されたア－ティスト順位テ－ブ
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ルにおける次の順位のア－ティストの音楽デ－タを記憶手段１１ｂから読み出す処理を行
い、ステップＳ５４に戻り、処理を繰り返す。
【０１３６】
一方、ステップＳ５６において、曲の再生が終了していないと判断すれば、ステップＳ６
３に進み、ステップＳ６３では、停止ボタンの入力があったか否かを判断し、停止ボタン
の入力がないと判断すれば、ステップＳ５５に戻る。一方、ステップＳ６３において、停
止ボタンの入力があったと判断すれば、ステップＳ６４に進む。
【０１３７】
ステップＳ６４では、ア－ティストお気に入り度が所定値以上のものがあるか否かを判断
し、ア－ティストお気に入り度が所定値以上のものがあると判断すれば、ステップＳ６５
に進み、ステップＳ６５では、通信手段１４を介して、コンピュ－タネットワ－ク２２（
例えばインタ－ネット）に接続された音楽情報を提供する所定のサ－バ－２３に接続する
ために通信接続処理を行い、ステップＳ６６に進む。
【０１３８】
ステップＳ６６では、ア－ティストお気に入り度が所定値以上であったア－ティストに関
連する最新情報を検索させる処理を行い、ステップＳ６７に進む。ステップＳ６７では、
最新情報（最新曲等の情報も含む）があったか否かを判断し、最新情報がなかったと判断
すれば、ステップＳ７２に進み、通信接続終了処理を行った後、処理を終了する。
【０１３９】
一方、ステップＳ６７において、最新情報があったと判断すれば、ステップＳ６８に進み
、ステップＳ６８では、最新情報に有料情報が含まれているか否かを判断し、有料情報が
含まれていると判断すれば、ステップＳ６９に進む。ステップＳ６９では、有料情報が含
まれていることを使用者に知らせるための告知処理を行い、ステップＳ７０に進む。
【０１４０】
ステップＳ７０では、有料情報を含む最新情報のダウンロ－ドを許可する指示があったか
否かを判断し、許可する指示があったと判断すれば、ステップＳ７１に進み、一方、ステ
ップＳ７０において、許可する指示がなかったと判断すれば、ステップＳ７２に進む。
【０１４１】
ステップＳ７１では、最新情報をダウンロ－ドする処理を行い、ステップＳ７２に進み、
ステップＳ７２では、サ－バ－２３との通信接続を終了する処理を行い、処理を終了する
。
【０１４２】
一方、ステップＳ６８において、最新情報に有料情報が含まれていないと判断すれば、ス
テップＳ７１に進み、最新情報をダウンロ－ドする処理を行い、その後ステップＳ７２に
進み、通信接続終了処理を行った後、処理を終了する。
【０１４３】
上記実施の形態（３）に係る音声記録再生装置によれば、ア－ティスト別に曲の再生回数
と早送り回数とをカウントすることができ、カウントされたア－ティスト別の曲の再生回
数から早送り回数を減算することによりア－ティストお気に入り度が算出されるので、ア
－ティスト別の曲の再生回数だけからではなく、ア－ティスト別の曲の早送り回数も考慮
することにより、ア－ティスト別の曲の再生状況を反映したア－ティストお気に入り度を
算出することができ、経時的に変化していく使用者の好みのア－ティストの傾向に対応し
たア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【０１４４】
また、ア－ティストお気に入り度算出手段２７による算出結果に基づいて、保存されてい
る曲のア－ティストお気に入り順位テ－ブルを作成することができ、ア－ティストお気に
入り順位を把握することができ、またア－ティストお気に入り順位に基づいて、ア－ティ
ストの曲の再生処理が行われるので、使用者は、面倒な選曲操作を行うことなく、お気に
入りのア－ティストの曲を優先的に聴くことができる。
【０１４５】
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また、ア－ティストお気に入り度が所定値以上の場合、通信手段１４を介して、コンピュ
－タネットワ－ク２２に接続されたサ－バ－２３に接続して、ア－ティストに関連する情
報を自動的に検索することができ、またア－ティストの最新曲の音楽デ－タが検索された
場合には自動的に音楽デ－タをダウンロ－ドすることができる。したがって、使用者が、
ア－ティストに関連する情報を検索したり、最新曲の音楽デ－タをダウンロ－ドするため
の面倒な操作をいちいち行う必要がなくなり、お気に入りのア－ティストに関連する情報
の取込が容易となる。
【０１４６】
また、ダウンロ－ドの際に取得する情報に有料情報が含まれている場合には、使用者に告
知が行われるので、使用者の許可のない有料情報のダウンロ－ドを防ぐことができ、通信
料金を抑制することができる。
【０１４７】
なお、上記実施の形態（３）では、ア－ティストお気に入り度の算出において、ア－ティ
ストの曲１回の再生を１ポイントとして曲の再生回数が算出されるものであったが、別の
実施の形態では、上記実施の形態（２）に係る音声記録再生装置１Ａの場合と同様にして
、曲の再生回数を所定期間毎に分類し、分類された曲の再生回数に所定期間毎に設定され
た所定の係数を乗算し、乗算された所定期間毎の値をすべて加算して、ア－ティストの曲
の再生回数を算出させることができる。
【０１４８】
このような音声記録再生装置によれば、曲の再生日時情報に基づいて所定期間毎に分類さ
れたア－ティスト別の曲の再生回数にそれぞれ所定の係数を乗算することで、所定期間に
応じて曲の再生回数に重みづけを行うことができ、特に最近の再生状況を強く反映したア
－ティストお気に入り度を算出することができ、最近の使用者のア－ティストの好みの傾
向に対応したア－ティストお気に入り度を算出することができる。
【０１４９】
図１１は、実施の形態（４）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図
である。但し、図１、図８に示した音声記録再生装置１、１Ｂと同一機能を有する構成部
品については、同一の符号を付し、その説明を省略することとし、また、異なる機能を有
する制御手段１０ｃ、記憶手段１１ｃには、異なる符号を付すこととする。
【０１５０】
実施の形態（４）に係る音声記録再生装置１Ｃが、実施の形態（１）に係る音声記録再生
装置１と相違するのは、図１に示した音声記録再生装置１の構成に、図８に示した音声記
録再生装置１Ｂにおけるア－ティスト別曲カウント手段２６、ア－ティストお気に入り度
算出手段２７、及びア－ティストお気に入り順位作成手段２８を備え、さらに第２の曲お
気に入り度算出手段３１及び第２の曲お気に入り順位情報作成手段３２を備えている点に
ある。
【０１５１】
第２の曲お気に入り度算出手段３１は、曲お気に入り度算出手段１７により算出された曲
お気に入り度に、ア－ティストお気に入り度算出手段により算出されたア－ティストお気
に入り度を加算して、ア－ティストお気に入り度が加味された曲お気に入り度（第２の曲
お気に入り度）を算出するものであり、プログラム及びそのプログラムが組み込まれたコ
ンピュ－タで実現され、算出された第２の曲お気に入り度は記憶手段１１ｃに記憶される
ようになっている。
【０１５２】
第２の曲お気に入り順位情報作成手段３２は、第２の曲お気に入り度算出手段３１により
算出された第２の曲お気に入り度に基づいて、記憶手段１１ｃに記録されている曲のお気
に入り順位を示す情報（第２の曲お気に入り順位テ－ブル）を作成するものであり、プロ
グラム及びそのプログラムが組み込まれたコンピュ－タで実現され、作成された第２の曲
お気に入り順位テ－ブルは記憶手段１１ｃに記憶されるようになっている。
制御手段１０ｃは、バス２０を通じて音声記録再生装置１Ｃに含まれる各手段を制御する
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ようになっている。
【０１５３】
図１２（ａ）～（ｃ）は、音声記録再生装置１Ｃにおける記憶手段１１ｃに記憶される曲
お気に入り順位テ－ブル、ア－ティストお気に入り順位テ－ブル、及び第２の曲お気に入
り順位テ－ブルの一例をそれぞれ概略的に示した図である。
【０１５４】
図１２（ａ）に示した曲お気に入り順位テ－ブルは、図２に示したものと同様の項目を含
んで構成されており、曲お気に入り順位が示されるようになっている。
図１２（ｂ）に示したア－ティストお気に入り順位テ－ブルは、図９に示したものと同様
の項目を含んで構成されており、ア－ティストお気に入り順位が示されるようになってい
る。
【０１５５】
図１２（ｃ）に示した第２の曲お気に入り順位テ－ブルは、順位、曲タイトル、ア－ティ
スト、及び第２の曲お気に入り度の項目を含んで構成されている。
順位は、後ほど説明する第２の曲お気に入り度の順位を示すものである。曲タイトルは、
曲のタイトル名であり、ア－ティストは、曲を歌うア－ティスト名である。
【０１５６】
第２の曲お気に入り度は、（ａ）に示した曲お気に入り度に、（ｂ）に示したア－ティス
トお気に入り度を加算して算出される値であり、ア－ティストお気に入り度が加味された
曲お気に入り度を示すものである。例えば、（ａ）に示された順位が１位の曲（曲タイト
ル「Ｍ」、ア－ティスト「浜崎あゆみ」）の曲お気に入り度「２８」に、（ｂ）に示され
たア－ティスト名が「浜崎あゆみ」のア－ティストお気に入り度「４０」を加算して、曲
タイトル「Ｍ」の第２の曲お気に入り度として「６８」が算出される。また、他の曲の第
２の曲お気に入り度も同様の方法により算出されるようになっている。
【０１５７】
このような第２の曲お気に入り度は、曲が再生処理され、曲お気に入り度とア－ティスト
お気に入り度とが算出される度に算出されるようになっており、算出された第２の曲お気
に入り度に基づいて、順位が決定され、第２の曲お気に入り順位テ－ブルが作成され、順
次更新されるようになっている。
【０１５８】
したがって、ア－ティストお気に入り度が大きいア－ティストの曲は、（ａ）に示した曲
お気に入り度が小さくても、第２の曲お気に入り度を大きくすることができ、お気に入り
のア－ティストの曲順位を上げることができ、お気に入りのア－ティストの情報を大きく
反映した第２の曲お気に入り度が算出されるようになっている。
【０１５９】
次に、実施の形態（４）に係る音声記録再生装置１Ｃにおける制御手段１０ｃの行う曲の
再生処理動作を図１３に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。
まず、ステップＳ８１では、再生ボタンの入力があったか否かを判断し、再生ボタンの入
力がなかったと判断すれば、処理を終了し、一方、再生ボタンの入力があったと判断すれ
ば、ステップＳ８２に進む。
【０１６０】
ステップＳ８２では、記憶手段１１ｃから第２の曲お気に入り順位テ－ブルを読み出す処
理を行い、ステップＳ８３に進む。ステップＳ８３では、読み出された第２の曲お気に入
り順位テ－ブルの１位の曲の音楽デ－タを記憶手段１１ｃから読み出す処理を行い、ステ
ップＳ８４に進む。
【０１６１】
ステップＳ８４では、音楽デ－タの再生処理を行い、ステップＳ８５に進む。ステップＳ
８５では、早送りボタンの入力があったか否かを判断し、早送りボタンの入力があったと
判断すれば、ステップＳ８９に進む。
【０１６２】
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ステップＳ８９では、タイトル別曲カウント手段１６に対して早送り回数のカウンタに１
を加算する指示を行い、ステップＳ９０に進む。ステップＳ９０では、ア－ティスト別曲
カウント手段２６に対して早送り回数のカウンタに１を加算する指示を行い、ステップＳ
９２に進む。
【０１６３】
一方、ステップＳ８５において、早送りボタンの入力がなかったと判断すれば、ステップ
Ｓ８６に進み、ステップＳ８６では、曲の再生が終了したか否かを判断し、曲の再生が終
了していないと判断すれば、ステップＳ９１に進む。
ステップＳ９１では、停止ボタンの入力があったか否かを判断し、停止ボタンの入力がな
かったと判断すれば、ステップＳ８５に戻り、一方、停止ボタンの入力があったと判断す
れば、処理を終了する。
【０１６４】
一方、ステップＳ８６において、曲の再生が終了したと判断すれば、ステップＳ８７に進
む。ステップＳ８７では、タイトル別曲カウント手段１６に対して再生回数のカウンタに
１を加算する指示を行い、ステップＳ８８に進む。
ステップＳ８８では、ア－ティスト別曲カウント手段２６に対して再生回数のカウンタに
１を加算する指示を行い、ステップＳ９２に進む。
ステップＳ９２では、曲お気に入り度算出手段１７に対して、曲の再生回数と早送り回数
とのカウンタの値に基づいて曲お気に入り度を算出する指示を行い、ステップＳ９３に進
む。
【０１６５】
ステップＳ９３では、ア－ティストお気に入り度算出手段２７に対して、ア－ティストの
曲の再生回数と早送り回数とのカウンタの値に基づいてア－ティストお気に入り度を算出
する指示を行い、ステップＳ９４に進む。
ステップＳ９４では、曲お気に入り順位情報作成手段１８に対して、曲お気に入り度算出
手段１７により算出された曲お気に入り度に基づいて曲お気に入り順位テ－ブルを作成し
て更新する指示を行い、ステップＳ９５に進む。
【０１６６】
ステップＳ９５では、ア－ティストお気に入り順位情報作成手段２８に対して、ア－ティ
ストお気に入り度算出手段２７により算出されたア－ティストお気に入り度に基づいてア
－ティストお気に入り順位テ－ブルを作成して更新する指示を行い、ステップＳ９６に進
む。
ステップＳ９６では、第２の曲お気に入り度算出手段３１に対して、ステップＳ９２で算
出された曲お気に入り度に、ステップＳ９３で算出されたア－ティストお気に入り度を加
算して第２の曲お気に入り度を算出する指示を行い、ステップＳ９７に進む。
【０１６７】
ステップＳ９７では、第２の曲お気に入り情報作成手段３２に対して、ステップＳ９６で
算出された第２の曲お気に入り度に基づいて第２の曲お気に入り順位テ－ブルを作成して
更新する指示を行い、ステップＳ９８に進む。
ステップＳ９８では、更新された第２の曲お気に入り順位テ－ブルにおける次の順位の曲
の音楽デ－タを読み出す処理を行い、ステップＳ４に戻り、処理を繰り返す。
【０１６８】
上記実施の形態（４）に係る音声記録再生装置によれば、第２の曲お気に入り度算出手段
３１において、曲お気に入り度算出手段１７により算出された曲お気に入り度に、ア－テ
ィストお気に入り度算出手段２７により算出されたア－ティストお気に入り度を加算して
、第２の曲お気に入り度が算出されるので、曲お気に入り度算出手段１７により算出され
る曲お気に入り度が低い曲でも、その曲が、ア－ティストお気に入り度の高いア－ティス
トの曲であれば、第２の曲お気に入り度算出手段３１により算出される第２の曲お気に入
り度を大きくすることができ、お気に入りのア－ティストの曲を反映した第２の曲お気に
入り度を算出することができる。
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【０１６９】
また、第２の曲お気に入り度算出手段３１による算出結果に基づいて、ア－ティストお気
に入り度が加味された第２の曲お気に入り順位テ－ブルが作成されるので、ア－ティスト
お気に入り度が反映された曲のお気に入り順位を把握することができ、また、第２の曲お
気に入り順位テ－ブルの順位に曲の再生処理が行われるので、使用者は、面倒な選曲操作
を行うことなく、ア－ティストお気に入り度が反映されたお気に入りの曲を優先的に聴く
ことができる。
【０１７０】
なお、上記実施の形態（４）に係る音声記録再生装置１Ｃは、第２の曲お気に入り度算出
手段３１により算出された第２の曲お気に入り度に基づいて、第２の曲お気に入り順位テ
－ブルが作成され、該順位テ－ブルの曲順位にしたがって曲の再生処理が行われるもので
あったが、別の実施の形態では、図１２に示した記憶手段１１ｃに記憶される曲お気に入
り順位テ－ブル、ア－ティストお気に入り順位テ－ブル、及び第２の曲お気に入り順位テ
－ブルの中から、どの順位テ－ブルを曲の再生順序情報として利用するか否かを使用者が
任意に選択設定することのできる選択設定手段を備えることで、該選択設定手段により選
択設定された順位テ－ブルの順位にしたがって曲の再生を行わせることができる。このよ
うな選択設定手段としては、操作手段１５に設けられる選択ボタンや切換スイッチ等が採
用される。
【０１７１】
このような選択設定手段を備えることにより、例えば、お気に入りの曲順で聴きたい、あ
るいはお気に入りのア－ティスト順で聴きたいなどといった各使用者の好みによってその
機能を使い分けることが可能となり、使用者の多様なニ－ズに対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態（１）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロ
ック図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は、実施の形態（１）に係る音声記録再生装置における記憶手段
に記憶されるお気に入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図であり、（ｂ）は、（ａ
）に示したテ－ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－ブルを示して
いる。
【図３】実施の形態（１）に係る音声記録再生装置における制御手段の行う曲の再生処理
動作を示したフロ－チャ－トである。
【図４】実施の形態（２）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図５】実施の形態（２）に係る音声記録再生装置における記憶手段に記憶される曲の再
生日時情報の一例を概略的に示したテ－ブルである。
【図６】（ａ）、（ｂ）は、実施の形態（２）に係る音声記録再生装置における記憶手段
に記憶される曲お気に入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図であり、（ｂ）は、（
ａ）に示したテ－ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－ブルを示し
ている。
【図７】実施の形態（２）に係る音声記録再生装置における制御手段の行う曲の再生処理
動作を示したフロ－チャ－トである。
【図８】実施の形態（３）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図９】（ａ）、（ｂ）は、実施の形態（３）に係る音声記録再生装置における記憶手段
に記憶されるア－ティストお気に入り順位テ－ブルの一例を概略的に示した図であり、（
ｂ）は、（ａ）に示したテ－ブルの作成日から所定の日数が経過した後に作成されたテ－
ブルを示している。
【図１０】実施の形態（３）に係る音声記録再生装置における制御手段の行う曲の再生処
理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図１１】実施の形態（４）に係る音声記録再生装置の要部を概略的に示したブロック図
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である。
【図１２】（ａ）～（ｃ）は、実施の形態（４）に係る音声記録再生装置における記憶手
段に記憶される曲お気に入り順位テ－ブル、ア－ティストお気に入り順位テ－ブル、及び
第２の曲お気に入り順位テ－ブルの一例をそれぞれ概略的に示した図である。
【図１３】実施の形態（４）に係る音声記録再生装置における制御手段の行う曲の再生処
理動作を示したフロ－チャ－トである。
【符号の説明】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ　音声記録再生装置
１０、１０ａ、１０ｂ、１０ｃ　制御手段
１１、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ　記憶手段
１２　読込手段
１３　再生手段
１４　通信手段
１５　操作手段
１６、１６ａ　タイトル別曲カウント手段
１７、１７ａ　曲お気に入り度算出手段
１８、１８ａ　曲お気に入り順位情報作成手段
２１　計時手段
２４　告知手段
２６　ア－ティスト別曲カウント手段
２７　ア－ティスト別お気に入り度算出手段
２８　ア－ティストお気に入り順位情報作成手段
３１　第２の曲お気に入り度算出手段
３２　第２の曲お気に入り順位情報作成手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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